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新潟市内にある小・中学校の通常の学級に在籍する児童生徒

在籍校において，自分の良さを発揮して主体的に
学校生活を過ごす姿

１人１人の課題に対して，それぞれの特性に応じた指導



自校通級

Ｂ小学校Ａ小学校

Ｃ小学校

通級指導教室

他校通級

巡回指導

通級指導の種類について

※保護者送迎



通級指導で目指すこと

子供たちが自身の困り感の改善・克服に向けて前向きな思いをもち
在籍校で力を発揮できるようにすること

在籍校との「連携」を密に図ることが重要



様々な学び方の中から，自分に合っ
た学び方を見付け，在籍校の中で自
分の力を発揮し，意欲的に学び続け
ることができるよう，子供と対話し，
学び方を探りながら取り組みます。

集団の中でのかかわりや行動の仕方
を学ぶことができるように，また，
人とかかわる自信や意欲が高まるよ
うに，実際的なかかわりを引き出す
活動に取り組みます。

Bear Room Together Room



●授業時数は，年間35単位時間（週1時間）
から280単位時間（週8時間）までが標準と
されています。
※ 新潟大学附属特別支援学校にある通級指導教室では，基本的に週１時間の指

導で年間約２５～３０単位時間程度の通級指導を行っています。

在籍校の⾧期休業中や振替休業日，学級閉鎖等
の場合は，指導を行いません。
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在籍校に日程調整の依頼文書をお送りしますので，保護者との日程調整・日程
の案内や，関係職員との連絡・調整をお願いします。

在籍校訪問①
（授業参観）

在籍校訪問③
（授業参観）

在籍校訪問④
（支援会議）

12月：特別支援教育研究会

11月：募集要項送付
（募集期間：12月～1月）

在籍校訪問②
（支援会議）

通級指導開始

指導曜日と1回目の指導日についても後日送付します。保護者への伝達もよろ
しくお願いします。



おもて
うら



支援会議の中で
出た，本人の困
り感について，
記入する欄

出た困り感を基
に年間の目標を
記入する欄



年間の目標を短期目標(前期５～10
月まで)として段階的に示します。
※会議の内容を受けて通級担当が記入します。

短期目標を達成するために，どのような
支援を行うか，どのように評価するかを
記入します。
※会議の内容を受けて通級担当が記入します。

前期と後期，それぞれの評価を記入します。
※前期評価(郵送書き込み)
後期評価(年度末の支援会議の内容を受けて通級担当が記入)

① ② ③
前期の評価を受けて，目標や支
援の修正を行い，記入します。
※前期評価と共に必要に応じて
ご記入ください。

④



それぞれの場面が「イメージ」できるようにしましょう

連絡ファイル タブレット Zoom
（ロイロノート） （授業参観）

情報共有する上で活用している様々なツール



Bear Room Together Room



在籍校との「連携」が確かな学びにつながります

「何を」「どのように」
取り組むか相談

子供の学びに合わせた
在籍校での場面設定



通級指導教室で目標達成に向けて指導を実施

在籍校（自分の学級）で
自信をもって過ごせるようにする

通級指導教室での指導終了・退級
参考：初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド（文部科学省編）



〈通級指導に関わる提出文書について〉

【お願い】

様式１号、１９号

新規入級児童 継続児童生徒

様式１９号のみ

様式１号の作成・提出は早急にお願いします



※不明な点がありましたら，いつでも担当までご連絡ください。

ご清聴ありがとうございました

附属特別支援学校 発達障害通級指導教室担当 戸石・住吉
℡ ０２５－２２３－８３８３
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 本日の資料は，当校ホームページにアップいたします。

必要に応じてダウンロードをお願いいたします。
 当校ホームページに，昨年度の実践等が紹介されてお

ります。ぜひご覧ください。
※毎年【特別支援教育研究会】を開催し授業公開をしております。

※新潟大学の附属校として，研究や大学生への講義なども行います。

当校ホームページ


